
令和２年度 第１回学校関係者評価委員会 報告 

 

１ 日 時  令和２年６月２日（火） 13:30～15:00 

 

２ 場 所  本校視聴覚室 

 

３ 出会者  学校関係者評価委員７名，本校職員 19名 

 

４ 内容 

（１）開会の言葉 

（２）校長あいさつ及び委嘱状交付 

（３）委員自己紹介 

（４）本年度学校経営方針  

本校の使命 多様な生徒を受け入れ，自尊感情（自己肯定感や自己効力感，自己有用感）を育み，社

会人として自立できるよう支援する学校 

方策 １ きめ細やかな教科指導を通して，基礎学力の定着と向上を図る。 

２ 丁寧で根気強い生活指導等を通して，基本的生活習慣を身に付けさせるとともに，規範意

識をもたせる。 

３ 学校生活全体を通して，自己の在り方や生き方を考えさせるとともに，将来の目標をもた

せ，その実現を図らせる。 

（５）学校概況説明と本年度の目標（各課程１５分ずつ） 

（６）学校評価アンケート結果報告（通信制 昨年度の生徒分） 

（７）質疑・意見交換 

  ア 感想・質疑 

   関山 徹 委員 

・どの課程も進んできたという印象を受ける。通信制の入学相談係はすごい。入口でのイメージが

生徒の所属感，信頼感につながる。「聞きあう会」等，親の元気が子供の元気になる。 

・教員側が思っている以上に子供は「勉強が分からない」と感じている率が高い。開陽はそのよう

な子供に寄り添って手立てを打ってくれている。 

   堀切園 政嘉 委員 

・開陽の先生方は，生徒の声に耳を傾け，寄り添ってくれている印象を持っている。 

・今年中（１月～５月）南署管内での不審者情報 

 声かけ８件，つきまとい４件，不審者６件，その他あわせて計 28件 

 公然わいせつ（下半身の露出）事案が４月から増加している。特に，新永田橋付近で３件（内２

件は開陽校生の通報），皇德寺で５月下旬に連続発生。 

・今後も不審事案は通報してもらいたい。 

福永 浩幸 委員 

・谷山中から開陽への進学者は 19 名（全日８，定時３，通信８）。谷山中生は開陽への関心が高



い。今年度は例年の高校説明会を，学校案内やパワーポイント等を用いて学級単位で実施する。

HP等に卒業生の声などがあるとありがたい。 

・多様な生徒の可能性を引き出していただいている開陽の存在意義は大きいと感じている。中学

まで不登校傾向にあった生徒への学習支援は大変ありがたい。 

・[質問]進路資料にある「その他」の内容を教えて欲しい。 

 [回答]予備校を含めた浪人，縁故就職，アルバイト等の一時的就職，訓練中等。通信制では進路

結果が回収できていないものを含む。 

臼山 剛 委員 

・例年，西谷山の夏まつりでお世話になっているが，今年は中止となった。人と人のふれあい，地

域と学校のふれあい，生徒と大人とのふれあい，等々，顔と顔を合わせてふれあいを深めていく

べきと考えている。今後も face to face で進めていってもらいたい。 

溝口 明生 委員 

・今年度から PTA会長となり，初めてこの会合に参加した。学校の説明を受けて，よく分かった。

開陽は「自由」との印象が強いが，娘の通う福祉科は規律正しい印象を持っている。先生方のき

め細やかな指導により，少しずつではあるが確実に成長してくれいるのを感じている。開陽祭や

体育祭を工夫しながらでも実施もらいたい。PTAとしてもサポートしていきたい。 

福滿 ゆかり 委員 

・中学まで不登校であった息子が開陽に入学してから学校が大好きになった。生徒会にも参加し

て楽しんでいる。開陽があってよかったと感謝している。 

・[質問]コロナ関連での検温はどうなっているのか。 

[回答]「ガイダンス」で示したように，登校前に毎朝検温してもらいたい。 

   福永 政治 委員 

・小中学校で特別支援の対象者が年々増加している中，開陽の取り組みは非常にありがたいと常々

思っている。学校の取り組みによって，ゆっくりではあるが目標に向かっていってるとの実感を

持つことができている。なかなか，自分からは動きにくい子供や親御さんのために，今後も次の

ステージへの準備に寄り添ってもらいたい。 

イ 今後への提言等 

 福永 政治 委員 

・通信の入学相談係などを通じて，もっと中学生に開陽を知ってもらいたい。 

[回答]どのようなニーズがあるのか，どのようなことができるのかを今後も検討していきたい。 

   関山 徹 委員 

   ・卒業生を組織化（同窓会）し，OBや OBの保護者の協力を得て進路実現につなげて欲しい。 

福永 浩幸 委員 

・中学生が開陽を選ぶ理由は「今までの自分を変えたい」というものだと思う。パンフレット等に

出身中学名を入れていただければ，中学生はより身近に感じることができると思う。 

（８）閉会の言葉 


